
、

ノ
 
う
 

、

ノ
 
、
ノ
 

比

3
9

6
6
 

月
 

1
 

前
什
什

什
什

助
 

人口と世帯 

く

帳
 

ム
ロ
 

本
 

基
 

2
0
2
4
住
 

（
乙
 1」
 
nJ
 
1
 

7
4
1
4
在
 

・

現
 

3
6

0
6

日
 

2
2
5

1
3
1
 

月
 

数
「
 

帯
 

男
女

計
世
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

落
成
 

助
年
八
月
か
ら
移
転
新
築
工

事
を
進
め
て
い
た
市
立
養
護
老

人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
が
完

成
し
、
六
月
一
日
、
市
中
央
公

民
館
で
関
係
者
及
び
来
賓
ら
約

百
三
十
人
が
出
席
し
て
落
成
式

を
行
い
ま
し
た
。
 

旧
く
る
み
園
は
、
昭
和
三
十

九
年
に
建
て
ら
れ
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施

設
か
ら
南
へ
約
五
百
屑
離
れ
た

土
地
に
移
転
新
築
さ
れ
た
も
の

で
す
o
 

五
月
二
十
七
日
、
五
十
人
の

入
所
者
が
真
新
し
い
ホ
ー
ム
に

引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
 

（関
連
記
事
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
 

シンボルマーク 

難
養
護
老
人
ホ

ー
M
 

，

ー
 「く

る
み
園
」
が
 

落成した養護老人ホーム「くるみ園」 
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毎
回
げ
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボルマーヲ
広報

落成した養護老人ホーム 「くるみ園」

昨
年
八
月
か
ら
移
転
新
築
工

事
を
進
め
て
い
た
市
立
養
護
老

人
ホ
l
ム
「
く
る
み
園
」
が
完

成
し
、
六
月

一
日
、
市
中
央
公

民
館
で
関
係
者
及
び
来
賓
ら
約

百
三
十
人
が
出
席
し
て
落
成
式

を
行
い
ま
し
た
。

旧
く
る
み
園
は
、
昭
和
三
十

九
年
に
建
て
ら
れ
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施

設
か
ら
南
へ
約
五
百
M
離
れ
た

土
地
に
移
転
新
築
さ
れ
た
も
の

?
す
。五

月
二
十
七
日
、
五
十
人
の

入
所
者
が
真
新
し
い
ホ
l
ム
に

引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。

(関
連
記
事
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
)

前月比

男 23，722 "" (- 3) 
女 26， 410 11 (+ 9) 
計 50 ，(1 3 2 J j (+ 6) 

世帯数 16 ， 4.，1匂"f (+16) 
( 5月31日現在住民基本台帳)
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（
仮）
「エ
ル
ム
の
街
」
建
設
等
 

最
重
点
二
十

一
件
 

県首脳部に説明する佐々木市長 

重点事業を要望 

平成 3 年（1991年）6 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第737号）② 

市
で
は
、
県
に
対
す
る
平
成

四
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会

を
六
月
五
日
、
青
森
国
際
ホ
テ

ル
で
開
き
、（仮
）F
H
ル
ム
の
街
」
 

の
建
設
な
ど
、
最
重
点
ニ
＋
一

件
を
説
明
、
そ
の
実
現
を
要
望

し
ま
し
た
。
 

説
明
会
は
、
市
側
か
ら
佐
々

木
市
長
、
小
山
内
助
役
、
福
士

収
入
役
及
び
関
係
部
長
と
北
村

知
事
や
山
内
・
谷
川
両副
知
事

の
ほ
か
関
係
部
長
な
ど
県
首
脳

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
「五

所
川
原
市
だ
け
で
な
く
、
広
く

西
北
津
軽
な
ら
び
に
津
軽
半
島

地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な
要
望

ば
か
り
で
す
の
で
特
段
の
ご
高

配
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
北
村
知
事
は
 

「津
軽
半
島
地
域
の
中
心
都
市

と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
る
五
所
川
原
市
に
対

し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
要
望
を

充
分
に
聞
き
、
ご
協
力
申
し
上

げ
た
い
」
 
と
述
べま
し
た
。
 

こ
の
後
、
市
長
が
最
重
点
事

業
二
十
一
件
の
要
望
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
、
県
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
主
な
事
業
七
件
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。
 

ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー
 

の
建
設
 
（継
続
）
 

回
答

i
平
成
一
一
年度
国
に
対
し
、
 

「ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
 

及
び
 
「新
経
済
活
性
化
対
策
」
 

の
採
択
を
要
望
し
、
同
年
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
県
と
し

て
も
平
成
五
年
度
完
成
に
向
け
、
 

広
域
的
に
利
用
さ
れ
、
圏
域
の

発
展
に
資
す
る
施
設
と
な
る
よ

う
対
処
し
て
い
き
た
い
。
 

地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
 

（新
規
）
 

当
市
の
高
齢
者
は
、
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
今
後
高
齢

化
は
一
層
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
高
齢
者
の
機
能
回
復

訓
練
や
入
浴
、
給
食
、
各
種
相

談
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
 

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
訓
練

を
含
め
た
総
合
的
な
福
祉
施
設

を
建
設
し
た
い
の
で
、
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
採
択

を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
 

平
成
二
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た

施
設
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
整
 

,
 

r
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(阪
)

「
エ
ル
ム
の
街
」
建
設
等

最
重
点
二
十
-ーー..... 

を耳亘当書
面雪面 ζ重点

件県首脳部に説明する佐々木市長

市
で
は
、
県
に
対
す
る
平
成

四
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会

を
六
月
五
日
、
青
森
国
際
ホ
テ

ル
で
聞
き
、

(仮
)「
エ
ル
ム
の
街
」

の
建
設
な
ど
、
最
重
点
二
+
一

件
を
説
明
、
そ
の
実
現
を
要
望

し
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
市
側
か
ら
佐
々

木
市
長
、
小
山
内
助
役
、
福
土

収
入
役
及
び
関
係
部
長
と
北
村

知
事
や
山
内
・

谷
川
両
副
知
事

の
ほ
か
関
係
部
長
な
ど
県
首
脳

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
が
「
五

所
川
原
市
だ
け
で
な
く
、
広
く

西
北
津
軽
な
ら
び
に
津
軽
半
島

地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な
要
望

ば
か
り
で
す
の
で
特
段
の
ご
高

配
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

北
村
知
事
は

「津
軽
半
品
地
域
の
中
心
都
市

と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

持
し
て
い
る
五
所
川
原
市
に
対

し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
要
望
を

充
分
に
聞
き
、
ご
協
力
申
し
上

げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
市
長
が
最
重
点
事

業
二
十

一
件
の
要
望
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
、
県
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
、
主
な
事
業
七
件
に

つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
交
流

圏
民
セ
ン
タ
ー

の
建
設

(継続
)

回
答
:
・
平
成
二
年
度
国
に
対
し
、

「
ま
ち
-つ
く
り
特
別
対
策
事
業
」

及
び

「新
経
済
活
性
化
対
策」

の
採
択
を
要
望
し
、
同
年
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
県
と
し

て
も
平
成
五
年
度
完
成
に
向
け
、

広
域
的
に
利
用
さ
れ、

圏
域
の

発
展
に
資
す
る
施
設
と
な
る
よ

う
対
処
し
て
い
き
た
い
。

地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設(

新
規
)

当
市
の
高
齢
者
は
、
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
今
後
高
齢

化
は

一
層
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
高
齢
者
の
機
能
回
復

訓
練
や
入
浴
、
給
食
、
各
種
相

談
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
訓
練

を
含
め
た
総
合
的
な
福
祉
施
設

を
建
設
し
た
い
の
で
、
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
採
択

を
要
望
す
る
。

回
答
・:地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
二
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た

施
設
で
あ
り
、

全
国
的
に
も
整
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県へ平成4年度 

,
 

備
要
望
が
多
く
、
予
算
的
に
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国

の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

（仮
）松
島
第

一
一

団
地

の
造
成

に

つ
い
て
 
（
新
規
）
 

当
市
は
、
西
北
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
住
宅
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
お
り
、
昭
和
五
十

一
年
に
造
成
・
分
譲
し
た
広
田

団
地
も
昭
和
六
十

一
年
に
は
完

売
す
る
等
ま
だ
潜
在
的
需
要
が

高
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
高

齢
者
世
帯
ゃ
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ

等
も
含
め
た
街
づ
く
り
の
視
点

か
ら
新
た
な
住
宅
団
地
の
開
発

を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
新
規
の
団
地
造
成
事
業

に
つ
い
て
は
、今
後
、
住
宅
供

給
公
社
と
協
議
し
な
が
ら
、
開

発
地
の
位
置
、
規
模
、
施
設
の

内
容
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
 

し
 学

園
都
市
・
地区
基
 

本
計
画
策
定
調
査
の
 

指
定
に
つ
い

て
 

（継
続
）
 

当
市
は
、
農
林
業
の
振
興
と

と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
、
 
 

企
業
誘
致
等
に
よ
る
工
業
の
振

興
に
よ
り
、産
業
の
高
度
化
を
図

る
た
め
、バ
イ
オ
関
係
技
術
、ハ

イ
テ
ク
技
術
者
等
の
育
成
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。青
森
地
域

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
の
中
心
に
位

置
す
る
当
市
に
工
科
系
大
学
を

設
置
す
る
た
め
学
園
都
市
・
地

区
基
本
計
画
策
定
調
査
の
指
定

を
要
望
す
る
。
 

回
答
…
地
域
づ
く
り
を
支
え
る

人
材
確
保
等
の
た
め
、
県
内
に

高
等
教
育
機
関
の
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
現
在
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
市
の
総
合
開
発
計

画
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
市
の

大
学
等
誘
致
懇
談
会
で
の
審
議

内
容
等
、
国
の
調
査
地
区
選
定

基
準
に
向
け
た
熟
度
の
高
ま
り

を
待
っ
て
、
市
と
連
携
し
な
が

ら
国
に
働
き
か
け
て
いき
た
い
。
 

（仮
）
「ェ
ル
ム
の

街
」
建
設

に
つ

い
て
 
（
新
規
）
 

近
年
、
郊
外
に
住
宅
団
地
の

造
成
や
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
が
開

店
さ
れ
る
等
市
街
地
が
ス
プ
ロ
 

ー
ル
化
し
な
が
ら
拡
大
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ス
プ

ロ
ー
ル
化
現
象
を
抑
え
、
さ
ら
 
 

に
市
民
の
多
様
な
需
要
に
応
え

る
た
め
、
広
域
的
な
視
点
か
ら

高
度
な
商
業
集
積
を
も
っ
た
仮

称
「
ェ
ル
ム
の
街
」
を
建
設
す

る
計
画
で
す
。
当
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
商
店
街
等
活
性
化

実
施
計
画
策
定
事
業
の
採
択
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
建
設
地

域
の
用
地
取
得
に
係
る
高
度
化

資
金
の
融
資
枠
の
拡
大
に
つ
い

て
要
望
す
る
。
 

回
答
…
商
店
街
活
性
化
実
施
計
 

・

画
策
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
年
度
か
ら
新
た
に
中
小
商

業
活
性
化
事
業
に
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
国
に
お
い

て
要
領
等
の
改
正
に
つ
い
て
作

業
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の

要
領
等
の
改
正
を
受
け
、
そ
の

内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。
 

ま
た
、
エ
ル
ム
の
街
建
設
地

域
の
用
地
取
得
に
係
る
高
度
化

資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
 

エ
ル
ム
の
街
の
建
設
が
、
今
般

国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
「
特

定
商
業
集
積
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
等
と
の
関
連
も

あ
る
の
で
、
具
体
的
内
容
が
明

ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

津
軽
自

動
車
道

の
早
期
完
成

に

つ
い
て
 
（継
続
）
 

回
答
・
・
津
軽
自動
車
道
に
つ
い

て
は
、
青
森
、
鯵
ケ
沢
間
（
四

十
キ
ロ
H
）
の
う
ち
、浪
岡

、
 

五
所
川
原
間
（
十
五
キ
ロ
ど

が
、
平
成
三
年
度
よ
り
新
規
採

択
さ
れ
着
工
の
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
測
量
、
 

調
査
、
詳
細
設
計
等
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
早
期

完
成
に
向
け
、
 一
層
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。
 

商
店
街
活

性
化
 

の
推
進
に
つ
い
 

て
 

（継
続
）
 

回
答

i
商
店
街
環
境
整
備
計
画

に
係
る
支
援
等
に
つ
い
て
は
、
 

「中
小
商
業
活
性
化
実
施
策
定

事
業
」
と
関
連
す
る
こと
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら

の
要
領
等
の
改
正
内
容
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 
 

五
所
川
原
短
歌会
詠
草
 

帰
り
来
て
畑
の
草
取
る
わ
が
胸

に
娘
等
と
の
旅
の
思
ひ
出
温
し
 

開
米
 
藤
枝
 

五
能
線
の
ひ
び
き
て
通
る
林
檎
 

園
う
す
紅
に
花
の
真
盛
り
 

浜
山
 
て
い
 

倉
庫
よ
り
滑
り
落
ち
く
る
屋
根

雪
の
音
凄
ま
じ
く
我
が
庭
埋
め

る
 

下
山
 
サ
ト
 

梅
雨
の
ふ
る
朝
の
紫
陽
花
色
濃

ゆ
く
病
む
身
に
や
ま
せ
冷
た
く

泌
む
る
 

成
田
 
幸
子
 

万
緑
の
西
の
山
並
日
に
映
え
て
 

藤
の
残
花
の
紫
わ
び
し
 

三
上
 
イ
ッ
 

次
々
に
草
な
び
か
せ
て
風
過
ぐ

る
野
原
に
を
り
て
さ
わ
ら
び
を

摘
む
 

番
場
 
允
映
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空度4 県ヘ平成
備
要
望
が
多
く
、
予
算
的
に
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国

の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

(仮
)
松
島
第
二

団
地
の
造
成
に

つ
い
て
(
新
規
)

当
市
は
、
西
北
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
住
宅
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
お
り
、
昭
和
五
十

二
ヰ
に
造
成

・
分
譲
し
た
広
田

団
地
も
昭
和
六
十

一
年
に
は
完

売
す
る
等
ま
だ
潜
在
的
需
要
が

高
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
高

齢
者
世
帯
や
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ

等
も
含
め
た
街
づ
く
り
の
視
点

か
ら
新
た
な
住
宅
団
地
の
開
発

を
要
望
す
る
。

回
答
・
・
・
新
規
の
団
地
造
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
住
宅
供

給
公
社
と
協
議
し
な
が
ら
、
開

発
地
の
位
置
、
規
模
、
施
設
の

内
容
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た

学
園
都
市
・
地
区
基

本
計
画
策
定
調
査
の

指
定
に
つ
い
て(継

続
)

当
市
は
、
農
林
業
の
振
興
と

と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
等
に
よ
る
工
業
の
振

興
に
よ
り
、
産
業
の
高
度
化
を
図

る
た
め
、
バ
イ
オ
関
係
技
術
、
ハ

イ
テ
ク
技
術
者
等
の
育
成
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
青
森
地
域

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
の
中
心
に
位

置
す
る
当
市
に
工
科
系
大
学
を

設
置
す
る
た
め
学
園
都
市

・
地

区
基
本
計
画
策
定
調
査
の
指
定

を
要
望
す
る
。

回答・・・
地
域
守つく
り
を
支
え
る

人
材
確
保
等
の
た
め
、
県
内
に

高
等
教
育
機
関
の
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
、
現
在
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
市
の
総
合
開
発
計

画
に
お
け
る
佐
置
づ
け
、
市
の

大
学
等
誘
致
懇
談
会
で
の
審
議

内
容
等
、
国
の
調
査
地
区
選
定

基
準
に
向
け
た
熟
度
の
高
ま
り

を
待

っ
て
、
市
と
連
携
し
な
が

ら
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

(仮)
「
工
ル
ム
の

街
」
建
設
に
つ

い

て

(

新

規

)

近
年
、
郊
外
に
住
宅
団
地
の

造
成
や
ロ

i
ド
サ
イ
ド
庖
が
開

庖
さ
れ
る
等
市
街
地
が
ス
プ
ロ

ー
ル
化
し
な
が
ら
拡
大
し

つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ス
プ

ロ
l
ル
化
現
象
を
抑
え
、
さ
ら

に
市
民
の
多
維
な
需
要
に
応
え

る
た
め
、
広
域
的
な
視
点
か
ら

高
度
な
商
業
集
積
を
も

っ
た
仮

称
「
エ
ル
ム
の
街
」
を
建
設
す

る
計
画
で
す
。
当
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
商
庖
街
等
活
性
化

実
施
計
画
策
定
事
業
の
採
択
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
建
設
地

域
の
用
地
取
得
に
係
る
高
度
化

資
金
の
融
資
枠
の
拡
大
に

つ
い

て
要
望
す
る
。

回
答
・
・・商
庖
街
活
性
化
実
施
計

画
策
定
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
年
度
か
ら
新
た
に
中
小
商

業
活
性
化
事
業
に
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
国
に
お
い

て
要
領
等
の
改
正
に

つ
い
て
作

業
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の

要
領
等
の
改
正
を
受
け
、
そ
の

内
容
を
検
討
し
た
う
え
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、

エ
ル
ム
の
街
建
設
地

域
の
用
地
取
得
に
係
る
高
度
化

資
金
の
貸
付
け
に

つ
い
て
は
、

エ
ル
ム
の
街
の
建
設
が
、
今
般

国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
「
特

定
商
業
集
積
の
整
備
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」

等
と
の
関
連
も

あ
る
の
で
、
具
体
的
内
容
が
明

ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

津
軽
自
動
車
道

の
早
期
完
成
に

つ
い
て
(
継
続
)

回
答
:
・
津
軽
自
動
車
道
に

つ
い

て
は
、
青
森
1
鯵
ヶ
沢
間

(四

十
キ
ロ
灯
)
の
う
ち
、
浪
岡
1

五
所
川
原
間

(十
五
キ
ロ
日
)

が
、
平
成
三
年
度
よ
り
新
規
採

択
さ
れ
着
工
の
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
e

今
年
度
は
、
測
量
、

調
査
、
詳
細
設
計
等
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
早
期

完
成
に
向
け
、

一
層
国
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

商
庖
街
活
性
化

の
推
進
に
つ
い

て

(

継

続

)

回
答
・
・
・
商
庖
街
環
境
整
備
計
画

に
係
る
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

「
中
小
商
業
活
性
化
実
施
策
定

事
業
」
と
関
連
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
固
か
ら

の
要
領
等
の
改
正
内
容
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

にリ帯
主良り
等来
とて
σコ土田
方千;:0コ
の草

開思、取
米ひる

出わ
藤温が
干支し H匂

画

国記

五
所
川
原
短
歌
会
詠
草

同
五
能
線
の
ひ
び
き
て
通
る
林
檎

一
国
う
す
紅
に
花
の
真
盛
り

一

浜

山

て
い

一
倉
庫
よ
り
滑
り
落
ち
く
る
屋
根

一
雪
の
音
凄
ま
じ
く
我
が
庭
埋
め

一
る

下
山

サ
ト

一
梅
雨
の
ふ
る
朝
の
紫
陽
花
色
濃

一
ゆ
く
病
む
身
に
や
ま
せ
冷
た
く

一
泌

む

る

成

田

幸

子

一
万
緑
の
西
の
山
並
日
に
映
え
て

一
藤
の
残
花
の
紫
わ
び
し

一

三

上

イ

ツ

一
次
々
に
草
な
び
か
せ
て
風
過
ぐ

一
る
野
原
に
を
り
て
さ
わ
ら
び
を

一
摘

む

番

場

允

映
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生 

活 

落
成
式
で
、
佐
々
木
市
長
は
 

「く
る
み
園
の
移
転
新
築
を
契

機
に
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄

り
や
家
族
の
方
々
が
安
心
し
て

日
常
生
活
が
送
れ
る
老
人
ホ
ー
 

ム
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
工
事
関
係
者
、
土

地
提
供
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
、
 

白
取
肇
生
活
福
祉
部
次
長
（
知

事
代
理
）
、
木
村
守
男
国
会
議
員
、
 

櫛
引
留
吉
・
成
田
守
両
県
議
会

議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
式
典
を
終
え
ま
し
た
。
 

移
転
新
築
し
た
「く
る
み
園
」
 
 は

、
総
事
業
費
約
五
億
一牟

万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
平
屋
建
て
で
、
床
面
積
が
一
一

千
七
十
八
平
方
H
と
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
ホ
ー
ム
の
約
三
倍
の

広
さ
を
持
ち
、
管
理
棟
と
居
住

棟
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

管
理
棟
の
メ
ー
ン
ホ
ー
ル
に

は
、
そ
の
両
サ
イ
ド
に
畳
十
九

帖
分
の
 
「虫
お
く
り
と
火
ま
つ

り
」
と
「
津
軽
の
山
、
川
及
び

市
の
木
、
鳥
、
花
等
」
を
モ
チ
 

ー
フ
し
た
大
壁
画
が
あ
り
、
訪

れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
居
住
棟
の
居
室
は
、
和
 
 

室
（
二
人
部
屋
ー
八
畳
）
十
一
一

室
、
和
室
二
人
部
屋
上

ハ
畳
）
 

六
室
、
洋
室
（
二
人
部
屋
 
八

畳
）
十
一
室
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
ほ
か
舞
台
も
設
置
で
き

る
食
堂
、
天
井
に
明
か
り
窓
を

配
し
た
く
つ
ろ
ぎ
の
場
 
「デ
ィ

ル
ー
ム
」
、医
務
室
、
浴
室
、
理

容
室
等
が
あ
り
、
屋
外
に
は
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

近
い
将
来
、
隣
接
地
に
総
合

的
多
機
能
設
備
を
も
っ
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
立
地
構
想
も
あ
り
、同

園
は
社
会
福
祉
の
新
し
い
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

入
所
者
は
、
外
泊
、
外
出
、
 

又
、
知
人
の
訪
問
等
を受
け
る

こ
と
は
自
由
で
、
伸
び
伸
び
と

ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
で
す
。
 

俳
句
の
会
の
作
品
 

〇
秋
雨
に
コ
ス
モ
ス
の
花
生
き

生
き
と
 
貴

絵

〇
秋
来
し
に
病
む
友
い
か
に

タ
ひ
ぐ
れ
 

葉
津
子

〇
妻
に
似
た
寮
母
に
心
あ
た
た

ま
る
 

末
蔵

各
部
屋
に
は
、
つ
つ
じ
、
さ

く
ら
、
イ
チ
ョ
ウ
等
、
木
の
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ク
リ
の
部
屋
の
、
神
さ
ん
、
 

三
浦
さ
ん
の
、
真
新
し
い
園
に

引
っ
こ
し
た
喜
び
の
こ
と
ば
を

お
聞
き
下
さ
い
。
 

「南
向
き
の
、
こ
の
大
っ
き

ガ
ラ
ス
の
戸
が
い
き
ゃ
．の
。
 お

日
様
も
、
ず
っ
と
奥
迄
入
っ
て
、
 

庭
の
花
コ
も
き
れ
だ
だ
し
、
な

ん
ぽ
さ
っ
ぱ
り
し
て
、
い
ね
し
 

ー
」
 

ほ
ん
と
う
に
、
よ
か
っ
た
で

す
ね
。
 

人
生
を
い
っ
ぱ
い
生
き
て
来

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
未
だ
未
だ

元
気
で
、
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
ね
。
 

狼
野
長
根
公
園

を
清
掃
奉
仕
 

ー
五

所
川
原
 

電
力
総
連
ー
 

去
る
五
月
十
九
日
、
五
所
川

原
地
区
電
力
総
連
（
鶴
谷
昭
男

会
長
）
で
は
会
員
と
そ
の
家
族

約
四
十
人
が
参
加
し
て
狼
野
長

根
公
園
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
公
園
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
約
二
時
間
に
わ
た
り
清
掃

を
行
い
、
市
民
に
好
評
を
得
ま

し
た
。
 

清
掃
す
る
会
員

た
ち
 

 

式 典 風 景 
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てしとしい拠点
一
洛
成
式
で
、
佐
々
木
市
長
は

「
く
る
み
園
の
移
転
新
築
を
契

機
に
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄

り
ゃ
家
族
の
方
々
が
安
心
し
て

日
常
生
活
が
送
れ
る
老
人
ホ
ー

ム
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
」
と
式
砕
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
工
事
関
係
者
、
土

地
提
供
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
、

白
取
薩
生
活
福
祉
部
次
長
(
知

事
代
理
)
、
木
村
守
男
国
会
議
品
、

櫛
引
留
吉
・
成
凹
守
岡
県
議
会

議
只
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

移
転
新
築
し
た
「
く
る
み
園
」

は
、
総
事
業
貸
約
五
億
本
千
万

円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
平
屋
建
て
で
、
床
面
積
が
二

千
七
卜
八
平
方
引
と
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
ホ
l
ム
の
約
三
倍
の

広
さ
を
持
ち
、
管
理
棟
と
居
住

棟
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
棟
の
メ
l
ン
ホ
l
ル
に

は
、
そ
の
両
サ
イ
ド
に
仕
卜
九

帖
分
の
「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ

り
」
と
「
津
軽
の
山
、
川
及
び

市
の
木
、
鳥
、
花
唯
一J

」
を
モ
チ

ー
フ
し
た
大
壁
画
が
あ
り
、
訪

れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

ま
た
居
住
棟
の
居
室
は
、

和

景風典式

室

(-一人
部
屋
1

八
位
)
十
二

室
、
和
室
(一

人
部
屋
|
六
畳
)

六
室
、
洋
室

(二
人
部
屋
l
八

世
)
十
一
室
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
舞
台
も
設
置
で
き

る
食
堂
、
天
井
に
明
か
り
窓
を

配
し
た
く
つ
ろ
ぎ
の
場
「
デ
ィ

ル
l
ム
」
、
医
務
室
、
浴
室
、
理

容
室
等
が
あ
り
、
屋
外
に
は
ゲ

ー
ト
ボ
l
ル
場
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
い
将
来
、
隣
接
地
に
総
合

的
多
機
能
設
備
を
も
っ
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
立
地
構
想
も
あ
り
、
同

闘
は
社
会
福
祉
の
新
し
い
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

-ib 
広々としたディルームでゲームを楽しむ

入所者たち

回
〕
白

人
所
者
は
、
外
泊
、
外
出
、

又
、
知
人
の
訪
問
等
を
受
け
る

こ
と
は
自
由
で
、
伸
び
伸
び
と

ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
で
す
。

俳
句
の
会
の
作
品

。
秋
雨
に
コ
ス
モ
ス
の
花
生
き

生

き

と

食

絵

O
秋
釆
し
に
病
む
友
い
か
に

タ

ひ

ぐ

れ

葉

津

子

O
実
に
似
た
寮
母
に
心
あ
た
た

ま
る

末
蔵

各
部
屋
に
は
、
つ
つ
じ
、
さ

く
ら
、
イ
チ
ョ
ウ
等
、
木
の
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
の
部
屋
の
、
神
さ
ん
、

三
浦
さ
ん
の
、
真
新
し
い
固
に

引
っ
こ
し
た
喜
び
の
こ
と
ば
を

お
聞
き
下
さ
い
。

「
南
向
き
の
、
こ
の
大
っ
き

ガ
ラ
ス
の
戸
が
い
き
ゃ
.の
。
お

白
械
も
、
ず
っ
と
奥
迄
入

っ
て
、

庭
の
花
コ
も
き
れ
だ
だ
し
、
な

ん
ぼ
さ
っ
ぱ
り
し
て
、
い
ね
し

ほ
ん
と
う
に
、
よ
か
っ
た
で

す
ね
。人

生
を
い

っ
ぱ
い
生
き
て
来

た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
未
だ
未
だ

元
気
で
、
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
ね
。

狼
野
長
根
公
園

を
清
掃
奉
仕

社会福祉の

新

ー
五
所
川
原

電
力
総
連
|

去
る
五
月
十
九
日
、
五
所
川

原
地
区
電
力
総
連

(鶴
谷
昭
男

会
長
)
で
は
会
員
と
そ
の
家
族

約
四
十
人
が
参
加
し
て
独
野
長

根
公
園
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま

し
た
。こ

れ
は
、
同
公
園
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

て
も
ら
ヤ
フ
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
約
二
時
間
に
わ
た
り
清
掃

を
行
い
、
市
民
に
好
評
を
得
ま

し
た
。

清
掃
す
る
会
員
た
ち
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町

内
ム
云
連

A
ロ
ム
云
 

2
5周
年
を

祝
』
フ
 

協
伸
工
業
開
研
修
員
を
市
長
が
激
励
 

五
所
川
原
市
町
内
会
連
合
会
 

（気
田
勝
治
会
長
）
で
は
五
月

三
十
日
、
市
内
本
町
の
五
松
苑

で
 
「創
立
二
十
五
周
年
記
念式

典
」
が
会
員
を
は
じ
め
、
来
賓

約
九
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

同
連
合
会
は
、
昭
和
四
十
一

年
三
月
に
二
十
九
町
内
会
で
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
は
五
十
六
町

内
会
が
加
入
、
旧
市
内
地
区
を

中
心
に
八
千
五
百
五
十
世
帯
、
 

二
万
人
余
の
会
員
を
擁
し
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
活
動
、
環
境

整
備
活
動
、
青
少
年
非
行
防
止
 
 

活
動
、
防
火
活
動
を
事
業
の
四

本
柱
に
、
ま
た
日
本
赤
十
字
社

募
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
な

ど
の
募
金
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、気
田
会
長
が
「一
一

十
五
周
年
を
ー
つ
の
節
目
と
し

て
、
今
後
、
各
町
内
会
の
連
携

を
深
め
、
各
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い」
 
と
式辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

続
い
て
佐
々
木
市
長
が
 
「地

域
住
民
の
連
帯
意
識
、
心
の
ふ

れ
あ
い
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
昨
今
、
連
合
会
へ
の
期
待
は
 
 

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
を
契
機
に
、
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こと
を
祈
念
し
ま
す
」
 

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
e
あ
と
、
連
合
会
活
動
に

尽
力
し
た
人
た
ち
を
表
彰
し
ま

し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

▽
前
会
長
 
寺
田
清
 

▽
ニ
十
五
年
 
岩
谷
勇
（
東
雲

町
）
、神
幸
一
 （
新
町）
、福
士
孝

一
（寺
町
岩
木
町
）
 

▽
ニ
十
三
年
 
気
田
勝
治

（上

平
井
町
）
 

マ
ニ
十
年
 
藤
田
留
作
（
五
月

町
）
 

▽
十
八
年
 
千
葉
与
一
（
松
島

四
丁
目
）
 

▽
十
六
年
 
葛
西
富
蔵
（
第

一

柳
町
）
、工
藤
鉄
男
（
湊
）
 

▽
十
五
年
 
江
良
善
五
郎
（
幾

島
町
）
、木
村
智
慧
雄
（
下
平
井

町
）
、鶴
谷
敏
雄

（
旭
町
）
、
成
田

善
造

（
沼
田
町）
、原
田
市
太
郎
 

（
第
一
千鳥
町
）
、藤
田
善
太
郎
 

（
松
島
一
丁目
）
、藤
田
久

（平

井
町
）
 

東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
翻
の
高

橋
昭
夫
社
長
（
市内
金
山
出
身
）
 

は
こ
の
ほ
ど
、市
に
テ
レ
ビ
（一
一

十
九
型
）
五
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
 

佐
々
木
市
長
は
六
月
三
日
、
 

県
東
京
事
務
所
工
業
立
地
課
長

ら
と
、
昨
年
市
誘
致
企
業
と
し

て
立
地
し
た
協
伸
工
業
囲
川
越

工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

川
越
工
場
で
は
、小
島
社
長
、
 

三
宅
常
務
か
ら
会
社
の
概
要
の

説
明
を
受
け
た
後
、
当
市
か
ら

の
研
修
員
十
三
名
と
懇
談
し
ま

し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
 
「早
く
技
術
 

こ
れ
は
、
公
共
施
設
や
社
会

福
祉
施
設
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
今
回
贈
ら
れ
た
テ

レ
ビ
を
市
役
所
ロ
ビ

ー
と
西
北
 

中
央
病
院
、
市

中
央
公
民
館
、
 

養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
「く
る
み
園
」
、
 

精
神
薄
弱
者
更

生
施
設
「
栄
幸

園
」
 
の
五施
設

に
そ
れ
ぞ
れ
設

置
し
ま
し
た
。
 
 

を
習
得
し
、
五
所
川
原
工
場
の

幹
部
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
当
市
へ
進
出
が
内

定
し
た
会
社
も
訪
間
し
ま
し
た
。
 

献
血
に
 

ご
協
力
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

＠
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

（工
藤
繁
男
会
長
）
 

同
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
五
月
二
十
七
日
、
三

十
名
が
参
加
。
 

あいさつをする気田会長 

大
型
テ
レ
ビ
5
台
を
寄
贈
 

ー
東

京
ビ

ル
デ
ィ

ン
グ

翻

の
高

橋

さ
ん
ー
 

高橋さんから贈られた大型テレビ 

 

町
内
会
連
合
会

お
周
年
を
祝
う

協
伸
工
業
倫
研
修
員
を
市
長
が
激
励
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を
習
得
し
、
五
所
川
原
工
場
の

幹
部
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
当
市
へ
進
出
が
内

定
し
た
会
社
も
訪
問
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
六
月
三
日、

県
点
京
事
務
所
工
業
立
地
課
長

ら
と
、
昨
ノ
モ
巾
誘
致
企
業
と
し

て
立
地
し
た
協
伸
工
業
側
川
越

工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

川
越
工
場
で
は
、
小
島
社
長
、

三
宅
常
務
か
ら
会
社
の
概
要
の

説
明
を
受
け
た
後
、
当
市
か
ら

の
研
修

μ卜
三
名
と
懇
談
し
ま

し
た
。佐

々
木
市
長
は
「
U

十
く
技
術

五
所
川
原
市
町
内
会
連
合
会

(気
凶
勝
治
会
長
)
で
は
五
月

三
十
日
、
市
内
本
町
の
五
松
苑

で
「
創
立
二
卜
丘
周
年
記
念
式

典
」
が
会
品
を
は
じ
め
、
来
賓

約
九
卜
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ

ま
し
た
。

同
迎
合
会
は
、
川
川
和
問
卜

a

年
二a

川
に

4

一卜
九
町
内
会
で
ス

タ
ー
ト
し
、
川
叫
介
化
は
γμ
卜
」ハ
町

内
会
が
加
入
、
旧
山
内
地
医
を

日中
心
に
八
千
バ
行
丘
卜
叶
一倍、

4

一
万
人
余
の
会
此
を
擁
し
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
活
動
、
環
境

整
備
活
動
、
白
川
少
年
非
行
防
止

活
動
、
防
火
活
動
を
事
業
の
四

本
位
に
、
ま
た
日
本
赤
十
字
社

持
金
、
赤
い
羽
恨
共
同
募
金
な

ど
の
募
金
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
気
凶
会
長
が
「
二

卜
4
周
年
を

一つ
の
節
け
と
し

て
、
今
後
、
各
町
内
会
の
述
携

を
深
め
、
各
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
式
砕
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
佐
々
木
市
長
が
「
地

域
住
民
の
連
帯
芯
識
、
心
の
ふ

れ
あ
い
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
昨
今
、
迎
合
会
へ
の
則
待
は

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

U
を
契
機
に
、
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
述
合
会
活
動
に

尽
力
し
た
人
た
ち
を
表
彰
し
ま

し
た
。受

賞
有
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

マ
前
会
長

寺
田
消

マ
二
十
五
年

岩
谷
品
目

(東
雲

町
)、
神
幸

一
(
新
町
)、
一制
士
孝

一
(
寺
町
岩
木
町
)

マ
二
十
三
年

気
回
勝
治

(ヒ

平
井
町
)

マ
二
十
年

雌
田
留
作

(丘
月

町
)

マ
十
八
年

千
葉
与

一
(
松
島

四
「
円
)

マ
十
六
年

弱
西
富
蔵

(第

一

柳
町
)、
工
藤
鉄
男
(
湊
)

マ
十
五
年

江
良
普
五
郎

(幾

島
町
)、
木
村
智
慧
雄

(下
平
井

町
)、
鶴
谷
敏
雄

(旭
町
)
、
成
田

善
造

(沼
田
町
)
、
原
田
市
太
郎

(第

一
千
鳥
町
)、
藤
田
善
太
郎

(松
島

一
丁
目
)
、
藤
田
久

(平

井
町
)

鶴
す献
すv 血
う」い

妥協い

三力
す

大
型
テ
レ
ビ

5
台
を
寄
贈

ー
東
京
ビ
ル
デ
イ
ン
ク
附
の
高
橋
さ
ん
|

広報ごしょがわら

日米
日以
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
川
酬
の
山川

橋
昭
夫
社
長
(市
内
金
山
山
身
)

は
こ
の
ほ
ど
、
市
に
テ
レ
ビ
(二

卜
九
型
)
五
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
公
共
施
設
や
社
会

福
祉
施
設
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
州
ら
れ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
A
7
同
贈
ら
れ
た
テ

レ
ビ
を
市
役
所
ロ
ビ
l
と
阿
北

中
央
病
院
、
市

中
央
公
民
館
、

養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
く
る
み
園
」
、

精
神
薄
弱
省
更

生
施
設
「
栄
幸

園
」
の
五
施
設

に
そ
れ
ぞ
れ
設

置
し
ま
し
た
。

。
五
所
川
原
点
H
流
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
フ
(
工
雌
繁
男
会
長
)

同
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
活
動
の

一

環
と
し
て
丘
月
二
卜
七
日、

三

十
名
が
参
加
。

f内会途ふA

i年忽イ答式典

あいさつをする気田会長

¥く
¥ 

高橋さんから贈られた大型テレビ
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円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

少
し
で
も
社
会
の
た
め
に
、
と

い
う
故
人
の
意
志
に
よ
り
、
去

る
五
月
二
十
八
日
の
葬
儀
の
香

典
の
一
部
を
寄
付
し
た
も
の
で

す
。
 

佐
々
木
市
長
は
 
「故
、
村
上

さ
ん
は
、
当
市
商
工
業
界
発
展

の
た
め
に
、
数
々
の
功
績
を
残

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
故
人
の

意
志
を
有
難
く
頂
き
、
福
祉
と

ス
ポ
ー
ツ
に
、
有
効
に
役
立
た

せ
て
貰
い
ま
す
」
 
と
お札
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

佐々木市長に手渡す村上さん 

ー
こ
こ
が

好
き

て
す
 

小
 
野
 
国
 
子

さ
ん
 

（
市
内
幾

世
森
九

一
 
一
〇
）
 

「田
川
附
近

の
雑
感
」
 

岩
木
川
を
狭
ん
で
、
こ
ち
ら

が
五
所
川
原
、
対
岸
が
西
郡
。
 

今
は
改
修
が
進
み
、
川
原
も
、
 
変
り
つ
つ
あ
る
。子
供
の
こ
ろ

グ
ラ
ン
ド
、
球
場
、
駐
車
場
と
 
は
通
称
土
手
か
ら
、
田
川
近
郊
 

の
川
原
一
面
に
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
 

白
詰
草
、！
す
かん
ぽ
が
、
い
っ

せ
い
に
咲
き
、
時
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
遊
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
 

小
学
校
三
、
四
年
生
の
頃
、
 

叔
父
が
田
川
に
住
ん
で
、
ヤ
ギ

を
何
頭
も
飼
っ
て
い
た
。
朝
食

前
の
乳
し
ぼ
り
と
か
、
野
草
を

刻
ん
だ
り
と
か
、
ま
る
で
、
大

草
原
の
ロ
1
フ
の
気
分
だ
った
0
 

白
詰
草
の
花
は
首
飾
り
と
な

り
、
た
ん
ぽ
ぽ
は
、
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
に
な
っ
た
。
土
手
に
寝
こ

ろ
ん
で
空
を
見
上
げ
る
と
、
大

き
な
雲
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
動
い
て

空
と
地
面
が
、
逆
さ
に
な
っ
た

気
が
し
た
。
 

川
原
で
摘
ん
だ
セ
リ
も
お
い

し
か
っ
た
。
 

毎
年
、
野
に
咲
く
、
た
ん
ぽ

ぽ
の
季
節
に
な
る
と
、
あ
の
頃

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
 

街
路
灯
5
基
を
寄
贈
 

ー
東
北

電
力
グ

ル
ー
プ

ー
 

社
会
福
祉
と
体
育
協
会
に
と
百
五
十
万
円
を
寄
付

市
内
田
町

の
村
上

さ
ん
 

五
月
三
十
一
日
、
故
村
上
純
 
市

体
育
協
会
に
と
、
百
五
十
万
 

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
五

月
二
十
七
日
、春
の
サ
ー
ビ
ス

旬
間
の
一
環
と
し
て
「街
路
灯
」
 

五
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、相
馬
洋
東
北
電

力
五
所
川
原
営
業
所
副
所
長
と

金
田
一
均
ュ
ァ
テ
ッ
ク
五
所
川

原
営
業
所
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

小
山
内
助
役
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

市
で
は
贈
ら
れ
た
街
路
灯
を

五
農
高
校
の
正
門
か
ら
津
軽
鉄
 

一
氏
の
長男
村
上
誠
一
氏
と
、
 

葬
儀
委
員
会
の
代
表
が
市
役
所
 

を
訪
れ
、
社
会
福
祉
事
業
と
、
 

名
勝
 

仏
ケ
浦
め
ぐ
り
 

▽
日
時
 
七
月
十
四
日
（
旦

▽
コ
ー
ス
 
五
所川
原
中
三
前

発
五
時
五
十
分

、
鶴
田

、
板

柳
、
藤
崎
、
青
森
、
野
辺
地
 

、
関
根
浜
、
佐
井
、
観
光
汽

船
、
仏
ケ
浦
、
佐
井
、
む
つ
 

、
青
森
、
藤
崎
、
五
所
川
原

中
二
前
二
十
時
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
五
所川

原
中
一
一
箭
午
前
五
時
五
十
分

▽
会
費
 
七
三
二
〇
円
（
観
光

気
船
、
昼
食
、中
間
食
含
む
）
 

▽
申
込
み
 
青
森
市
松
森
字
佃

一
七
五
 
青森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

云
〇
一
七
七
、
四
了
一

〇
六
四
）
 

▽
申
込
み
締
切
 
七
月
十
二
日
 

（
金）
 

▽
申
込
み
受
付
時
間
 
午
前
八

時
三
十
分
、
午
後
四
時
（
日

曜
日
を
除
く
）
 

◇
お
わ
び
 
六
月
一
日
号
の
 

私
の
風
景
 の
桜
庭
利
弘
さ
ん
 

の
名
前
が
、
利
広
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
訂
正
し
て
深
く
お
詫

び
致
し
ま
す
。
 

（第737号）⑥ 

道
五
農
校
前
停
留
所
へ
の
通
学

路
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

目録を手渡す相馬副所長と金田ー所長 

r
 

(第737号)⑥広報ごしょがわら平成 3年(1991年)6月15口

私
の
風
景
-
唱
}
唱
}
が
好
き
で
す

‘、
E

・E

・-d，
， 

「田
川
附
近
の
雑
感
」

岩
本
川
を
挟
ん
で
、
こ
ち
ら

が
五
所
川
原
、
対
印
が
阿
川
。

今
は
改
修
が
進
み
、
川
原
も
、

グ
ラ
ン
ド
、
球
場
、
駐
巾
場
と

野

因

子
さ
ん

(市
内
幾
世
森
九
二
|

一
O
)

変
り

つ
つ
あ
る
。
子
供
の
こ
ろ

は
通
称
土
手
か
ら
、
凹
川
近
郊

の
川
原

一
而
に
、
た
ん
ぽ
ぽ
、

円
詩
草
、
、
す
か
ん
ぽ
が
、
い

っ

せ
い
に
咲
き
、

時
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
遊
ん
だ
も
の
だ

っ
た
。

小
学
校
-ニ
、
同
年
生
の
凶
、

以
父
が
山
川
に
住
ん
で
、
ヤ
ギ

を
何
頭
も
飼
っ
て
い
た
。

朝
食

前
の
乳
し
ぽ
り
と
か
、
肝
平
を

刻
ん
だ
り
と
か
、
ま
る
で
、
大

草
原
の
ロ
l
ラ
の
気
分
だ
っ
た
。

刊
誌
ル
ヰ
の
花
は
首
飾
り
と
な

り
、
た
ん
ぽ
ぽ
は
、

プ
レ
ス
レ

ッ
卜
に
な
っ
た
。
土
予
に
寝
こ

ろ
ん
で
空
を
見
上
げ
る
と
、
大

き
な
雲
が
、
ぐ
ん
ぐ
ん
動
い
て

空
と
地
面
が
、
逆
さ
に
な
っ
た

気
が
し
た
。

川
原
で
摘
ん
だ
セ
リ
も
お
い

し
か
っ
た
。

毎
年
、
野
に
咲
く
、
た
ん
ぽ

ぽ
の
季
節
に
な
る
と
、
あ
の
頃

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

街
路
灯
5
基
を
寄
贈

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
|

道
五
段
校
前
停
留
所
へ
の
通
学

路
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
で
は
五

月
二
卜
ヒ

u、
春
の
サ
ー
ビ
ス

旬
間
の

一
環
と
し
て
「
街
路
灯
」

五
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
円
は
、
相
馬
洋
京
北
電

力
五
所
川
原
蛍
業
所
副
所
長
と

金
田

.
助
ユ
ア
テ
ッ
ク
五
所
川

原
営
業
所
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、

小
山
内
助
役
に
円
録
を
予
渡
し

ま
し
た
の

・
市
で
は
州
ら
れ
た
街
路
灯
を

五
段
山
校
の
正
門
か
ら
津
軽
鉄

社
会
制
祉
と
体
育
協
会
に
と
百
五
十
万
円
を
寄
付

市
内
田
町
の
村
上
さ
ん

五
川
三
ト

一
円、

故
村
上
純

市
体
育
協
会
に
と
、
行
五
卜
万

一
氏
の
長
見
村
k
誠

一
氏
と
、

川
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

葬
儀
委

μ会
の
代
点
が
市
役

所

少

し

で
も
社
会
の
た
め
に、

と

を
訪
れ
、
社
会
福
祉
事
業
と
、

い
う
政
人
の
意
志
に
よ
り
、
去

る
五
月
二
卜
八
日
の
葬
儀
の
呑

ん

典
の
一
部
を
寄
付
し
た
も
の
で

封

す。

村

佐
々
木
市
長
は
「
欣
、
村
k

殺

さ
ん
は
、
当
市
商
工
業
界
発
展

浮

の
た
め
に
、
数
々
の
功
結
を
残

酌即

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
故
人
の

柿

な
志
を
有
難
く
頂
き
、
福
祉
と

々

ス
ポ
ー
ツ
に
、
有
効
に
役
立
た

佐

せ
て
貰
い
ま
す
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

目録を手渡す相馬副所長と金田一所長

名
勝

仏
ケ
浦
め
ぐ
り

マ
日
時

ヒ
川
卜
凹
U
(円
)

マ
コ
l
ス

五
所
川
原
中
三
前

発
五
時
冗
卜
分
1
鶴
印
1
板

柳

1
藤
崎

1
H
H森
1
肘
辺
地

1
関
恨
浜
1
佐
井
1
観
光
汽

船
1
仏
ヶ
油

1
佐
井
1
む
つ

i
k川
森
1
牒
崎

1
五
所
川
原

中
τ
一前
一一
卜
時

マ
集
合
時
間
・
場
所

五
所
川

原
中
-一立
川
午
前
五
時
五
卜
分

マ
会

費

じ

r
一J
一O
円

(観
光

気
船
、
昼
食
、
小
川
食
合
む
)

マ
申
込
み

冴
森
市
松
森
字
佃

一
じ
五
佐
川
森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

(
宮

O
一
じ
じ
1
山
一一
'1
一

O
Lハ
川
)

マ
申
込
み
締
切

七
月
卜
二
H

(令
)

マ
申
込
み
受
付
時
間

午
前
八

時
三
卜
分
1
午
後
四
時

(日

限
刊
を
除
く
)

びまのヨ目。
致し名口問お
した 前品引わ
ま 。が日劃び
す訂 己主」
。正利の六

し広桜 n
てと庭-
j栄な平IJ日
くつ弘号
おてさの
2宅 い ん



五所川原親子劇場・第18回例会 

団うリ九こ 

夢貝p参ャら平 

こほらこでさわが’せ 

ことんちこで切りぬけ、 

夢見るちやら平 大あばれ 

とびっきり楽しい舞台、迄うご期待Zノ

レ日時 7 月1日（月）午前 66寺30分 

レ場所 市民文化会館 

D会費 入会金100円 4 歳以上月800円 

3 歳」こよ下は無料

レ申込み・間い合せ 五所川原親子劇場 

（市内本町 東奥日報社ビル4階廿⑨2170) 

く》会員募集中一いつでも入会できます0 

レ
レ

D
 

日

場
会
 

時

所
費
 

考、会期 7-JJ
7fl H()

鳶鷲 
D場所 五所川原市広域新農業セ 

ンター、市営毘とり門牧場 

レイベント 

6 日 鼓笛隊演奏会（毘ヒり門小） 

7 日 子供声よし （大声）大会、民謡 

6 日～-7 日 ポニーに乗ってみよう、牛 

（大声）大会・、民謡 	 ター か37-2104 

牧場・花菖蒲せせらぎまつり 
―初夏です、緑の風もやさしく ― 

月 6 日（土）-14日（日） 	 鍋のサービス（う1二着500名）、遊覧バス、1」ニ 

所川原市広域新農業セ 	の体重当てクイズ、親子宝さがし大会 

市営毘とり門牧場 	 レ主催 ごしょがわら牧場・花菖蒲せせら 

ぎまつり実行委員会 

会（毘ヒり門小） 	 レ間い合わせ 五所川原市広域新農業セ、ン 

ぜ
 

⑥社会を明るくする市民集合及び街頭パレード“ 

〇日時 7 月 3 日（水）午前10時 

0場所 ili役所前お祭り広場 

（雨天時 市民文化会館大ホール） 

市民の皆さん多数の参加をお願いします。 

〇主催 五所川原市、五所川原ili保護司会、五 

所川原市社会を日月るくする運動実施委員会 

不正改造車排除運動実施中 

7月31日まで 
交通安全及び公害防止のため、不正改造の排

除にご協力をお願いします。 

※自動車の改造についての疑問、質問等の問い

合わせは、青森陸運支局整備課（"O177国） 

1504番）へくフ 

あなたですきれいな街をつくるのは 

賞 別 氏 	名 住 	所 -7- 	― 	マ 
カラ―・
モノクロ 

最優秀賞 
(1名） 

該当者無し 

最秀賞 
(3名） 

奈良 修二 黒石市道北町125-5 梅 林 に て カ ラー 

太田 誠三 市内水野尾字宮井 梅もほころぶ美女 カ ラー 

鳴瀬 順一 
市内大字種井字鐙
潟4 梅の中の喜び カ ラー 

入 	選 
(3 名） 

藤林 哲夫 
弘前市城東 3 丁目 
3番地16号 

紅 梅 欄 漫 カ ラー 

伊藤 勝廉 市内一野坪 早 	春 カ ラー 

成田 卓朗 
南郡田舎館村大字
川部 

微 	笑 カ ラー 

佳 	作 
(4 名） 

増田 享明 
弘前市三和字下恋
塚99 

梅 お と め カ ラー 

天内 勝美 
弘前市野田 2 丁目 
1の5 梅 き れ い カ ラー 

吉岡 良浩 
市内川山字森内34 
の3 

北限の梅おとめ
こ 917 カラー 

藤林 哲夫 
弘前市城東 3 丁目 
3番地16号 

梅 	の 	里 カ ラー 

みんなの迷惑不法投棄はやめましょう 

消防本部は、第2・第4土 

曜日が「閉庁」となります 

平成 3 年 6 月22日（ Iうより実施。 

但し消防署は、24時三間体制で’「開庁し 

しています。 

レ間い合わせ 廿消防本部総務課 

35-2019（内線22・23) 

⑦平成 3 年（1991年）6 月15日 	 広報ごしょがわら 

 

（第737号） 

     

ーふれあいと対話が築く明るい社会― 
	

第2回 ごしょがわら梅まつり 

毎年 7 月は「社会を明るく 
	

写真コンテスト入賞者 
する運動」月間です 
	

（平成 3年 6 月 4 日審査） 

⑦ 平成 3年(1991年)6月15日 広報ごしょがわら (第737号)

ーふれあいと対話が築く明るい社会一

毎年7月は「社会を明るく

する運動」月間です

。社会を明るくする市民集合及び街頭パレー ド

0 日時 7月 3日(ぶ)午前10時

0場所 市役所前お祭り広場

(雨天時市民文化会館大ホール)

市民の皆さん多数の参加 をお願いします。

0主催 五所川原市、五所川原市保~司会、丘

所川原市社会をlりlるくする運動実施委JJ.会

不正改造車排除運動実施中

7月31日まで
交通安全及び公害防止のため、不正改造の排

除に ご協力をお願いします。

※ (1 ~効率の改造についての疑問、質問等の問い

合わせは、青森陸連支局整備 諜 (ft0177⑩

1504番)へ。

五所川原親子劇場・第18回例会

とほらミ でさわがせ

ととんちと で切りぬけ、

夢見るちゃら平 大あばれ

とびっきり楽しい舞台、迄うご期待/'

P日時 7月 1日(月)午前 6時30分

t>場所 市民文化会館

t>会費 入会金100円 4議以上月800円

3歳以下は無料

t>申込み・問い合せ 五所川原親子劇場

(市内本町 東奥日報社ピル4階 官⑪ 2170)

0会員募集中ーいつでも入会できます。

あなたですきれいな街をつくるのは

第2回 ごしょがわら梅まつり

写真コンテスト入賞者

(平成 3年6月4日審査)

抗 日11 氏 名 f主 所 テ ーマ
カラー・

モノ クロ

最優秀賞
該当者無し

(l名)

公良 1嘩二 黒石市道北町125-5梅林 にて カラー

Jli秀賞
A印誠 ミ 市内水里f尾字富井 梅もほころぶ美女 カラー

( 3名)

1¥日瀬順一
市内大字極Jt字鐙

悔 の中の喜び カラー
i!M 

藤林哲夫
弘前市械東3丁目

紅+毎側 j量 カラー
3111=地16月

人選
伊藤勝目E 市内一野坪 1手 春 カラー

(3 jt，) 

成 問 卓 朗
南部凹合鉛村大字

微 笑
川部

I哲問 自主時l
弘前市三和字下恋

梅お とめ カ ラ ー
塚99

天 内 勝美
弘前市野口J2丁目

梅 き れ い カ ラ ー

11 1乍 lの5

( 4名) 市内川山字森内34 北限の梅おとめ
吉岡良浩

の3 ご91ミ
カラー

正事林 tr犬
弘前市城東3丁目

悔 の 笠 カラー
3番地16号

みんなの迷惑不法投棄はやめましょう

消防本部は、第2・第4土

曜日が「閉庁」となります

平 成 3年 6!12211( Iニ)より実施。

但し消防署は、 2411寺間体制で「開庁」

しています。

t>問い合わせ 宮 消防本部 総務 課

35-2019 (内線22・23)

L苛手品引が昌司手品明治晶司詩品て手品司需品苛手話弓示品苛手品て手品苛手品明手品て手品τ手品常手ι

山料 牧場花菖 蒲せせらぎまつりす穴 - 初夏でー仰やさしく一
iTAV/ t>会期 7月 6日(り-14日(11) 鍋の サー ビス (先将500名)、遊覧ノfス、牛

河川( t>場所 五所川原市広域新農業セ の体 重当てタ イズ、親子宝 さがし大会

ンタ 一、市営毘沙門牧場 じ〉主催 ごし ょがわら牧場 ・花 l'CYfflせせら

t>イベン卜 ぎまつり実行委以会

6日 鼓笛隊演奏会(毘沙門小) ひ問い合わせ 五所川原 市 広 域 新 農 業 七、ン

7日 子供声よし(大声)大会、民謡 ター 乞1'37-2104

6日- 7日 ポニー に乗ってみよう、牛



7月1日現在で調査します 
工場も店舗も会社も学校も 

事業所統計調査●商業統計調査 
7 月 1日現在で、平成 3 年事業所統計調

査、商業統計調査が全国いっせいに行われ

ます。 

この二つの調査は、統計法に基づいて実

施される国の重要な調査です。調査の対象

となるのは、農林漁家を除くすべての事業

所です。 

事業所統計調査は、事業所をもれなく調

査して、わが国の産業構造や、事業活動の

実態を明らかにするために行われます。調

査結果は、国や都道府県、市区町村におい

て、さまざまな施策や計画を立案するため 

の基礎資料として利用されます。 

商業統計調査は、「商業の国勢調査」 とも

いえるものです。全国の卸売・小売業の商

店をもれなく調査することによっズ、商店

の販売活動の実態や分布状況などを明らか

にするために行われます。 調査結果は、国

や都道府県、市区町村が、商業振興のため

のいろいろな計画を作成する際に、重要な

資料として役立てられます。 

6 月下旬、調査員が調査票の記入をお願

いにお伺いしますので、ご協力ください。 

記入後は調査員が回収にまいります。 

企画調整課・統計調査係 
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視覚障害者入所者募集 
国立函館視力障害センターー 

国立函館視力障害センターでは、北海道及び

東北 3 県の、青森、岩手、秋田にお住いの、皆

さんを対象として、平成 4 年度の入所者を募集

しています。 当センターは、生活訓練や、職業

訓練を通して、社会へ復帰できることを目的に

設置されている、身体障害者更生施設です。 

募集案内のパンフレッ トは、五所川原市役所

企画調整課 広報広聴係（内線315番）にありま

すが、更に詳しいことは、直接センダーへお問

い合わせ下さい。 ”（函館）0138-59-2751 

一 市民講座受講生募集 
’ 	 中央公民館 

レ対象者 一般市民及び北辰大学学級生 

レ日時 7 月10日（水）午後 1時～ 2 時 

レ場所 市中央公的館大ホール 

レ講師 佐藤 実先生（佐藤内科医院長） 

レテーマ 日常生活と成人病 

レ募集人員 350名 

レ募集期間 7 月 1日まて各 

レ申し込み方法 電話でイ主所・氏名をお知らせ 

ください。 

レ申し込み及び間い合わせ先 

市中央公民館（廿（③5)6056番）へ 

くらしに 
手芸のたのしさを 

フランス刺しゆうの講習会を開きます。 参加 

してみませんか。 

レ対象 技ィ府を習得して就業や衣生活に役立て 

たい婦人 

レ日時 6 月26日～27日、 7 月 1日～ 2 日 

午前 9 時30分～12時30分 

レ場所 市働く婦人の家 

レ受講料 無 E4 

レ持参するもの しつけ糸、糸きりばさみ、せ 

ーターかカーディガン 

レ申し込み先 県婦人就業援助センター五戸斤川 

原駐在所（働く婦人の家内廿電5)8898番） 

ナイター軟式テニス教室 

初心者募集 

レ対象 初心者の男女（年齢は間いません） 

レ日時 6 月から10月上旬、毎週木曜日 

午後 7 時から午後 8 時30分 

レ場所 飯詰屋外テニスコート 

レ締切日 随時受イ寸 

レ費用等 詳細については問い合わせを 

レ講師 五序『川原庭球協会会員 

レ問い合わせ ナイターテニス事務局廿37-3231 

※経験者の練習は、毎週（火）と（水）の 2 回 

r 
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視覚障害者入所者募集
一国立函館視力障害センタ一一

国立函館視力障害センターでは、 北海道及び

東北 3県の、青森、岩手、秋田にお住いの、皆

さんを対象とし て、平成 4年度の入所者を募集

しています。当センターは、生活訓練や、職業

訓練を通して、社会へ復帰できることを目的に

設置さ れている、身体障害者更生施設です。

募集案内のパンフレットは、五所川原市役所

企画調整課 広報広聴係(内線315番)にありま

すが、更に詳しいことは、直接センタ ーへお問

い合わせ下さい。 宮 (函館) 0138-59-2751 

市民講座受講生募集
一 中央 公 民館 一

[>対象者 一般市民及び北辰大学学級生

[>日時 7月10日(水)午後 1時 - 211寺

[>場所 市中央公的館大ホール

[>講師 佐藤実先 生(佐藤内科医院長)

じ〉テーマ 日常生活と成人病

[>募集人員 350名

[>募集期間 7月 1日まで

[>申し込み方法 電話で住所 ・氏名を お知らせ

くださいo

b申し込み及び問い合わせ先

市中央公民館(宮⑮ 6056番)へ

くらしに
手芸のたのしさを

フランス刺 しゅうの講習会を聞きます。参加

してみませんか。

[>対象 技術 を習 得し て就 業や衣生活に役立で

たい財人

仁〉日時 6月26日-27日、 7月 1日- 2日

午前 9時30分 一12時30分

[>場所 市働 く財人 の家

[>受講料 無料

[>持参するもの しつけ糸、糸きりばさみ、せ

ー ター かカーディガン

[>申し込み先 県婦人就業援助セ ンタ一五所川

原駐在所(働く財人の家内宮⑮ 8898番)

ナイター軟式テニス教室

初 心 者 募 集
[>対象 初心者の男女(年齢は聞いません)

[>日時 6月から 10月上旬、毎週木曜日

午後 7時から午後 8時30分

[>場所 飯詰屈外テニスコート

[>締切日 随時受付

[>費用等 詳細については聞い合わせを

[>講師 五所川原庭球協会会員

仁〉問い合わせ ナイターテニス事務局宮 37-3231

※経験者の練習は、毎週(火)と(水)の 2回

7月1日現在で調査します

工場も庖舗も会社も学校も

事業所統計調査・商業統計調査
7月 1日現在で、平成 3年事業所統計調

査 、商業統計調査が全国い っせいに行われ

ます。

この二 つの調査は、統計法に基づいて実

施される国の重要な調査です。調査の対象

となるのは、農林漁家を除くすべての事業

所です。

事業所統計調査は、事業所をもれなく調

査して、わが国の産業構造や、事業活動の

の基礎資料とし て利用 されます。

商業統計調査は、「商業の国勢調査」とも

いえ るものです。全国の卸売 ・小売業の商

庖をもれなく調査することによ っ丈、 商 屈

の版売活動の実態や分布状況などを明らか

にするために行われます。調査結果は、国

や都道府県、市区町村が、商業振興のため

のいろいろな計画を作成す る際に、重要な

資料として役立てられます。

実態を明らかにするために行われます。調 6月下旬、調査員が調査票の記入をお願

査結果は、国や都道府県、市区町村におい いにお伺いしますので、ご協力くださ ~) o

て、さまざまな施策や計画を立案するため 記入後は調査員が回収にまいります。

企画調整課 ・統計調査係
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世界が君を待つている 
思いきつて飛び立とうノ 

海外派遺農業研修生募集 
レ資格 満18歳～30歳までの農業青年、将来就 

農または農業関係機関に就職を希望する青年、 

または海外移住、海外協力に従事しようとす 

る目的を持っている人。 

レ募集期間 7 月31日まてる 

レうJiG貴先 アメ I)カ本土、同ハワイ州、デンマ 

ーク、 ドイツ、 スイス、 オランダ 

レ派遣期間 アメリカ本土は 2 年間と 1年間、 

イ也はおおむね 1年間。 

レ費用 アメリカ本土（ 2 年）20万円、同（1 

年）32万円、同ハワイ州30万円、デンマーク 

79万円、ドイツ74万円、スイス53万円、同（女 

子）73万円、オランダ78万円。 

レ選考 

〇日寺期 8 月19日～21日 

〇場所 静岡県御殿場市 「国立中央青年の家」 

〇内容 農業一般知識、作文、英語の筆記言式験、 

面接審査、」生格テスト、体力検査 

レ国内講習 合格者に対し、 3 回に分けて、計 

3-4週間の講習を行います。 

レ申し込み及び間い合わせ先 

五所川原地区農業改良普及所（h電）57i 9番） 

へo 

初級パソコン講座 
パソコン機能を地域社会に開放 鶴田高校ー 

レ内容 パソコン統合ソフ ト （ワープロ・表計 

算・グラフ・データベース・グラフィ ック） 

の使い方 

レ対象 成人一般 

レ日時 9 月 2 日～ 6 日、 9 日～13日（10日間） 

午後 6 時～ 9 日寺 

レ場所 鶴田高校パソコン室 

レ定員 24人 

レ受講料 無半斗 

レ締切 7 月20日 

レ申し込み先 鶴田高校パソコン委員会（担当 

斎藤綾子）廿⑩3251番 

自然観察会の開催 
レ目的 自然に親しみ、自烈ミを大切にしましょう 

レ主催 	青森県自然保護課（ff0177-22-1111 内線3158) 

レ日時 平成 3年6 月30日（日）午前9時～午後3時

レ集合場所・時間 五所川原市役所前お祭り広場 

午前 8 時50分集合（貸切バスで現地へ） 

レ解散場所・時間 五所川原市役所前午後 3 時

レ内容 自然観察指導員を講師に、木造町平滝 

沼（湿原）周辺の自然観察 

レ申込み締切 6 月24日 但し先着順で、定員 

(50名） になり次第締切ります。 

レ対象 一般、（小学生と幼児は保護者同イ半） 

レ参加料 無料 

レ準備するもの 雨具、弁当、水筒、筆記用具 

（鉛筆、 メモ帳）、服装は、野外活動のできる

もの、ハイキングシューズ等 

レ申込み・間合せ 五所川原市教育委員会 

社会教育課へ電話で、受イ寸時間 8 時30分～16 

時30分 廿35一2111（内線248) 

iiで見る県政パス」 

参加者募集 
レ開催日 ，7 月23日（火） 

レ対象者 西北五に在住の20歳以上の方 

レ募集人員 45名（定員を超えると抽選） 

）見学施設 （ユ）日立東部セミコンダクタ （五所 

川原市）、②総合社会教育センター（青森市）、 

③総合健診センター （同） 

レ参加費用 無料（昼食付） 

レ乗車場所 五所川原駅前（午前 9 時30分） 

レ」ii了募方法 往復はがきの往信に（ユ)1主所（郵便 , 
番号）②氏名③性別（④）年齢⑤職業（互）電話番号 

⑦乗車場所を、返信に宛名を記入の上、9 030 

青森市長島一丁目1-1 青森県広報広聴課県政 

バス係へお送りください。 

レ締切 7 月 6 日 （必着） 

ン間い合わせ先 県広報広聴課（か0177（箆）1111 

番内線2208番） 

7 月1 日（月）は 

自動車税の納期限です 

納税貝宇蓄組合に加入している方は、組 

合を通じて納めましょう。 

納税証明書は車検証と一緒に大切に保 

うgして一下さい。 

五I折川鷹ミ県不党事務所・糸内税課 

か 34-21 11 内糸泉210 
	ノ 

, 
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世界が君を待っている
思いきって飛び立とう/

海外派遣農業研修生募集
t>資格 満 18歳 -30歳までの農業占年、将来就

良または農業関係機関 に就職を希望する青年、

または海外移住、海外協力に従事しようとす

る目的を持っている人。

じ〉募集期間 7月31日まで

じ〉派遣 先 アメリカ本土、|百lハワイ州、デンマ

一夕、 ドイツ、スイス、オランダ

t>派遣期間 アメリカ本土は 2年間と 1年間、

他はおおむね 1年間。

仁〉費用 アメリカ本土(2年) 20万円、同(1 

年) 32万円、同ハワイ 1+1307JPJ、デンマーク

79万円、ドイツ74万円、スイス53万円、防I(久・

子) 73万円、オランダ78万円。

t>選考

0時期 8 J=Jl9日-2111

0場所 静岡県御殿場市「国立中央百年の家」

0 内容 農業一般知識、作文、英語の筆記試験、

面接審査、性格テスト、 体 力検査

t>国内講習 合格者に対し、 3凹に分けて、計

3- 4週 間 の講習を行います。

t>申し込み及び問い合わせ先

五所川原地区農業改良将及所(宮⑬ 5719番)

ノ¥。

初級パソコン講座
パソコン機能を地域社会に開放 一鶴田高校-

b内容 パソコン統合ソフト(ワープロ・表計

算 ・グラフ ・データベース ・グラフイック)

の使い方

t>対象 成人一般

t>日時 9月 2日- 6日、 9臼-13日(10日間)

午後 6時 - 9時

t>場所 鶴田高校パソコン室

t>定員 24人

t>受講料 無料

t>締切 7月20日

t>申し込み先 鶴田高校ノfソコン委員会(担当

斎藤綾子)ft⑫3251番

自然観察会の開催

t>目的 白然に親しみ、 II然を大切にしまし ょう

t>主催 庁森県 (1然保護諜(ftOl77-22-1111内線3158)

t>日時平成 3年 6月30日(11)午前9時 ~午後3時

t>集合場 所・時間 五所川原市役所前お祭り広場

午前 8時50分集合(貸切パスで現地へ)

じ〉解散場所・時間 尺所川原市役所前午後 3時

仁〉 内容 口 然 観 察 指 導 員 を 講 師 に 、 木 造 町 平 沌

沼(湿原)周辺の白然観察

t>申込み締切 6月24日 但し先打順で、定J~

(50名)になり次第締切ります。

じ〉対象 」般、(小学生と幼児は保護者同伴)

t>参加料 無料

t>準備するもの 雨具、弁当、水筒、筆記用具

(鉛筆、メモlt長)、 JJI1.袋は、野外活動のできる

もの、ハイキングシューズ等

t>申込み・問合せ μ所川原市教育委11会

社会教育課へ電話で、受付時間 8時 30分 -16

時30分 宮 35-2111 (内線248)

「目で見る県政パス」

参加者募集
じ〉開催日 7月23日(火)

じ〉対象者 西北 瓦に在住の20歳以上の方

t>募集人員 45名(定只を担えると抽選)

t>見 学 施 設 ① 11立東部セミコンダクタ(五所

川原市)、②総合社会教育センター(青森市)、

③総合健 診センター(同)

t>参加費用 無料(昼食付)

t>乗車場所 五所川原駅前(午前 9時30分)

t>応 募 方 法 往復はがきの往信に①住所(郵便

番号)②氏名③性別④年齢⑤職業⑤電話番号

⑦乗車場所を、返信に宛名を記入の上、 〒030

青森市長島一丁目 1-1青森県広報広聴課県政

パス 係へ お送 りく ださ い。

じ〉締切 7月 6日(必在)

t>問い合わせ先 県広報広聴課 (ft0177⑫1111

番内線2208番)

7月 1日(月)は
自動車税の納期限です

納税11';'慈悲il合に加 入しているプゴは、組

合を通じて納めましょう。

納税証明書は車検証 と一緒に大切に保

管して下さい。

五所川原県税事務所 ・納税諜

官 34-2111 内線 210
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この欄の問い合わせ禽鷲獲72 

7月の保健センター相談日 
7 月 5 日、12日、19日、26日。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10時から午後 3 時 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談、 

赤ちゃんからお年寄りまでお気軽にご利用く

ださい。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 3O-12 : 45まで’ 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。 

※注意 ① 6 カ月f建康木目談に・っごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検

査セットを、母子1建康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 

7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

月 齢 対 象 児 期 日 麟舞 

3 カ 月児＝ 
平成 3 年 

3 月生まれ 
7 月 9 日因 健康診査 

6 カ 月児 
平成 2 年 

12月生まれ 
7 月16日因 健康相談 

罵に 

1 	歳 児ミ 
平成 2 年 

6 月生まれ 
7 月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 
平成 2 年 

1月生まれ 
7 月23日因 健康診査 

3 歳 児 
昭和63年 

3 月生まれ 
7 月18日困 健康診査 

好評です．ノ 

からだにやさしい血奨成分献血 

この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」 と好評です。 尚、この献血は30 

分かかりますので予約制になっています。 

献血できる方は、保健環境課までご連絡して

下さい。 

期 日 時 	間 場 	所 

7 月 9 日 

因 

午前10時から 
午後 4 時まで 

市保健センター 

2 階機能訓練室 

ツ反・BOG（結核の予防）接種 

才コ,子さんを結核から守るために、 ぜひ受けさ 

せましょう。 

レ対象 生後満 6 カ月～48カ月までの乳幼児。 

（ただし、今までにBCG接種を受けた乳幼 

児は除きますJ 
レ場所 市保健センター 

レ受付時問 午後1時～1時30分 

レ注意事項 ①ツベルクリン注射の時は母子健 

康手帳のみを受付に出してください。 

② BC G接種の時に間診票を記入してきてく 

ださい。 

③お子さんの健康状態を良く知っている方が 

お連れください。 

④他の予防接種を受けて 1 カ月を経ていない 

お子さんは接種できません。 

《》地区別日程 

地 区 別 ッ 	反 B C G 
・五 小学区 
・七和地区 

6 月26日（加 6 月28 H（斜 

・梅沢地区 
・栄 地 区 
・長橋」也区 

7 月 2 日吹） 7 月 4 日（木） 

・み ど り 田丁 
・飯 詰地区 
・毘沙門地区 

7 月 3 日（加 7 月 5 日（劃 

・松 島地区 
・松 島 町 
・三 好坦l区 

7 月10日困 7 月12日国 

・南 小学巨 
・中 川地区 

7 月17日困 7 月19日圏 

栄養教室 ～m胃零。― 

野菜を食べて A健康パワーミを充分に！ 

開催月［j 開 催 場 所 締め切り日 

7 月 4 日（村 コミュニテイセンター栄 6 月29日山 

7 月15日（月） コミュニテイセンター三好 7 月 8 日（月） 

7 月17日困 毘沙門長富コミュニテイセンタ一 7 月10日困 

7 月24日困 保 健 セ ン タ 一 7 月17日困 

7 月29日（月） 小曲農村婦人の家 7 月22日（月） 

7 月30日因 コミュニテイセンター飯詰 7 月22日（月） 

レテーマ 習慣病といわれる成人病を防ごう／

ン時 間 午前 9 時30分～午後1時 

レ持参するもの エプロン、筆記用具、 ごはん

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事調べ用紙（地区の保健協力員から)o 
レ申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります。 

時

料
 
レ
料
 
金
 
無
料
 

間

金
 

広報ごしょがわら (第737号)⑩平成 3年(1991年)6月15日

ほけんだより
市役所
35-2111 

保健環境課
内線268・272この欄の問い合わせ

7月の保健センター相談日
7 月 5 日、 12 日、 19 口、 26 口 。(毎週金U?~ I::l) 

1>時間 午前10時から午後 311寺

1>内容 血圧測定、尿検査等を合めた健康相談、

赤ちゃんからお年寄 りまでお気軽に ご利用 く

ださい。

乳幼児の健康診査
1>場所市保健センター

1>受付時間 12: 30-12 : 45まで

じ〉持 参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児はアンケートと以を小ビンに入れて持

参ください。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞脹(小児がん)の検

査セットを、母-f-健康子I帳を持参の うえ保健

環士克諜窓nにもらいにきてください。(6ヵ)J、

7ヵ月児にF艮る。)

②病気療遊中 (特 に伝染YI:の病気)のお jこ

さんはご遠慮 ください。

月齢 対象児 期i 日 内終

3 ヵ月児
平成 3年 7月9FI (:k) 健康診査

3月生まれ

6 ヵ月児
平成 2年

7月16日伏) 健康相談
12月生まれ

1 歳 児
平成 2年 7月22日(月) 健康相談

6月生まれ

1歳6ヵ月児 平成 2年生 7月23日伏) 健康診査
1月 まれ

3 歳 児
昭和63年 7月18日(木) 健康診査

3月生まれ

好評です/

からだにやさしい血紫成分献血

この献血を体験した方は、「体への負担が軽く

気軽にできる」と好評です。 尚、この献血は30

分かかりますので予約制になっています。

献血できる方は、保健環境諜までご連絡し て

下さい。

自寺 "
j
 

:
 

p
l
 

士務 pfr 

午前10時から |市保健セ ンター
午後 4時まで I2階機能訓練室

ツ反・ BCG(結核の予防)接種

おチさんを結核から守るために、ぜひ受けさ

せましょう。

1>対象 生後 満 6ヵ月 -48ヵ月までの乳幼児。

(ただし 、今までに BCG接種を受けた乳幼

児は除きます。)

1>場所 市保健セ ンター

1>受 付 時 間 午後 1日、子- 1 Hお 0分

1>注意事項 ①ツベル クリン注射の時は母子健

!素手l憾のみを受付に出し てください。

② BCG接種のI1与に問診票を記入してきてく

ださい。

③お 子さんの健康状態 を良く知っている方が

お述れくださし、。

④他 の予Il)j接騒を受 け て 1 ヵ月を経ていない

お fーさんはJ業手重できません。

。 地区別日程

地区別 、y 反 B C G 
. Il小学区

6月26日(本) 6片28日幽
-仁平u地区

-梅沢地灰
-河4 上也 [三 7月 2日例 7月 4日(木)

ト÷ア上区
どり 町

-飯的地医 7円 3日(水) 7月 5日幽
• i¥U少門地区

-松島地区
キ公 r:j 凹I 7月10日(水) 7月12日ct)

-そ H:t也 i再三
-南小学 l豆

7月17日(水) 7月19日幽
-中川地ば

栄養教室

野菜を食べてそ健康パワーるを充分に f

開催月日 開催場所 締め切り口

7月4日(木) コミュニティセンタ一栄 6月29日凶

7 fl15日(月) コミュニアイセンターニ好 7月8日(月)

7月17日(水) 毘沙門長富コ ミュニティセンター 7月10日(水)

7月24日休) 保健セ ノ タ 7月17日休)

7月29日(月) 小曲農村婦人 の家 7月22日(月)

7月30日ω コミュニティセンター飯詰 7月22日(月)

じ〉テーマ 習↑釘病と いわれる成人病を防ごう /

1>時間 午前 9時 30分 ~午後 1時

1>料金 無料

1>持参するもの エプロン、筆記用具、ごはん

みそ汁(小びんな どに入れて)、健康手帳、食

事調べ 用紙(地区の保健協力員から)。

1>申し込み先 地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります。
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